
素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の
神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

ご本
ほん

殿
でん

にある鏡
かがみ

は何
なに

？

神
じんじゃ
社のご本

ほんでん
殿の御

みどびら
扉の前

まえ
に丸
まる
い鏡
かがみ
が置

お
かれているのを見

み
たことが

ある方
かた
は多
おお
いと思

おも
います。寒

さむかわじんじゃ
川神社でも御

みとびら
扉の前

まえ
に鏡
かがみ
が置

お
かれて

います。

あの鏡
かがみ
のことを「ご神

しんきょう
鏡」といいます。ご神

しんたい
体だと思

おも
われている

方
かた
も多
おお
くいらっしゃいますが、あの鏡

かがみ
はご神

しんたい
体ではありません。中

なか

には直
ちょくせつ
接見

み
ることができるご神

しんたい
体（山

やま
など）もありますが、通

つうじょう
常、

神
じんじゃ
社のご神

しんたい
体はご本

ほんでん
殿の中

なか
にお鎮

しず
まりになっており、見

み
ることはで

きません。それでは、「ご神
しんきょう
鏡」にはどんな意

い
味
み
があるのでしょうか？

古
ふる
く、天

てんじょうかい
上界の神

かみさま
様（天

あまてらすおおみかみ
照大神）が地

ちじょう
上に神

かみさま
様を降

お
ろす際

さい
、鏡

かがみ
を

授
さずけ
け「この鏡

かがみ
を私
わたし
の魂
たましい
だと思

おも
って大

たいせつ
切にお祀

まつ
りしなさい」という教

おし

え（「宝
ほうきょうほうさい
鏡奉斎の神

しんちょく
勅」といいます）を説

と
かれ、これが後

のち
に、伊

い
勢
せ
の

神
じんぐう
宮のご神

しんたい
体（八

やたのかがみ
咫鏡）となります。

日
にほん
本では、古

ふる
くから、お祭

まつ
りの道

どうぐ
具の中

なか
でも、鏡

かがみ
を特
とく
に大
たいせつ
切にしてき

ました。丸
まる
い形
かたち
も、欠

か
ける所

ところ
のない完

かんぜん
全な形

かたち
を意

い
味
み
し、縁

えんぎ
起が良

よ
い

といわれています。

神
かみさま
様は目

め
には見

み
えません。神

じんじゃ
社にある鏡

かがみ
は、鏡

かがみ
を通
とお
して神

かみさま
様を見

み
るた

めに置
お
かれています。また、鏡

かがみ
に映
うつ
る自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
と向

む
き合

あ
い、心

こころ
を磨
みが
く

ためでもあります。

神
かみさま
様は目

め
で見

み
るのではなく「心

こころ
の目

め
」で見

み
るものです。鏡

かがみ
に映
うつ
った心

こころ

が清
きよ
らかなとき、神

かみさま
様は皆

みな
さんの心

こころ
の中
なか
にいらっしゃるのです。
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クローズアップ

編
集

後
記

祝祭日には国旗を掲げましょう

こ
の
時
期
、雨
ば
か
り
で
気
持
ち
ま
で
滅
入
っ

て
し
ま
う
、と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
雨
は
農
作
物
に
と
っ
て
は
不
可
欠
で

す
。ま
さ
に
「
恵
み
の
雨
」
で
す
。日
本
語
に
は

「
雨
」に
関
す
る
表
現
が
た
く
さ
ん
あ
り
、農
耕
が

生
活
の
基
本
で
あ
っ
た
古
代
人
が
、い
か
に
雨
と

接
し
て
き
た
か
が
う
か
が
え
ま
す
。

雨
が
降
れ
ば「
雨
宿
り
」。こ
の
言
葉
に
は
、
単

に
雨
が
上
が
る
の
を
待
っ
て
い
る
と
い
う
意
味

以
上
に
、ど
こ
か
雨
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
情

緒
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。忙
し
く
て
な
か
な
か
雨
宿

り
は
ゆ
っ
く
り
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
雨
は

ひ
ょ
っ
と
す
る
と
「
遣
ら
ず
の
雨
」
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

（
亙
）

月
次
祭
に
ご
参
列
さ
れ
た
方
な
ど
に

お
頒
け
す
る
木
札
で
す

『
木 

札
』

文　月
「7月」

葉　月
「8月」

長　月
「9月」
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【表紙写真説明】
湘南地方に本格的な夏の幕あけを告げる浜降祭

【題字】 神社本庁 総長　田中恆清

海を渡った子供神輿
「和」の精神を胸に 賑 し々く巡行
― ブルックリン植物園 恒例「サクラ祭り」 ―



神
嶽
山
神
苑

か
ん

た
け

や
ま

し
ん

え
ん

御
案
内

暦
の
上
で
も
夏
至
を
過
ぎ
、

日
毎
に
日
差
し
も
強
く
な
り

夏
本
番
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

御
本
殿
の
奥
庭
、
神
嶽
山
神
苑
の

一
服
の
お
茶
に
て
、
夏
の
暑
さ
を

和
ら
げ
る
ひ
と
時
を…

7
月
及
び
8
月
は
お
休
み
し
、
9
月
よ
り
再
開
し
ま
す
。

日
程
は
決
ま
り
次
第
当
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

●神嶽山神苑への入苑は御祈祷を受けた方に限ります。

神
楽
舞
と
雅
楽

季節のお菓子とお抹茶でおもてなし
午前9時30分～午後3時30分まで
　　　　　　 （午後3時受付終了）
拝服料500円より思し召し

毎月1日に限り特別に開庵します
どうぞご利用ください
◇午前10時30分／1席（約30分間）
◇午後１時30分／1席（約30分間）
　　　　　　各1席8名まで先着順

茶屋 和楽亭

茶室 直心庵

初めての方もお気軽に茶の湯に親しんでください
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よ
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午後5時30分開演予定
平成29年8月15日㈫〔開催日〕

寒川神社境内特設能舞台〔場　所〕

無料〔入場料〕

申
込
方
法

　鑑
賞
ご
希
望
の
方
は
往
復
ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名

　年
齢
・
電
話
番
号
を
楷
書
で
明
記
の
う
え
、左
記

　要
項
に
よ
り
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

※
7
月
1
日
以
降
の
消
印
よ
り
有
効
。 

　そ
れ
よ
り
前
の
消
印
や
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は

　無
効
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

　先
着
千
名（
一
人
一
枚
限
り
と
し
、 

電
話
で
の
申
し
込
み
は
受
付
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ま
た
入
場
者
は
中
学
生
以
上
に
限
り
ま
す
）

申 

込 

先 

〒
二
五
三-

〇
一
九
五

 

神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町
宮
山
三
九
一
六

 

寒
川
神
社
相
模
薪
能
係

お
問
合
せ 

電
話

　〇
四
六
七 

（
七
五
） 

〇
〇
〇
四

﹇
往
信
面
﹈

﹇
返
信
面
﹈

※

鑑
賞
券
の
転
売
は
固
く
禁
止
致
し
ま
す
。

253-0195
神
奈
川
県
高
座
郡
寒
川
町

　
　
　
　 

宮
山
三
九
一
六

寒
川
神
社

　
相
模
薪
能 

係

無
地
で

お
申
し
込
み
下
さ
い
。 

郵便番号
〇
〇
県
〇
〇
市

　
　
〇
〇
町
〇
ー
〇
ー
〇

〇
〇
〇
〇 

様

（
ご
自
身
の
住
所
・
氏
名
）

住
所 

氏
名 

年
齢

☎

・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・

　終戦記念日の８月15日、先の大戦において尊い命を捧げられた英霊への
慰霊と世界の恒久平和を祈り、相模薪能を開催致します。

第48回 相模薪能

〔演目・演者〕

羽
衣 

和
合
之
舞

中
森 

貫
太
ほ
か

は

ご
ろ
も

能
●

二
人
大
名

野
村 

萬
斎
ほ
か

ふ

た

り

だ
い

み
ょ
う

狂
言

●

船

辨

慶

観
世 

喜
正
ほ
か

ふ
な

べ
ん

け
い

能
●

浜
降
古
式
祭

浜
降
祭
宵
宮
祭
並
遷
霊
祭

浜
降
祭
（
於
南
湖
浜
）

虫
送
り
祭

少
年
館
夏
季
錬
成
会

平
和
祈
願
祭

相
模
薪
能

午
前
８
時
30
分

午
後
８
時

午
前
７
時

午
前
11
時

正 

午
午
後
５
時
30
分

15
日

16
日

17
日

18
日

25
日
〜
26
日

15
日

７
月

８
月

能「船辨慶」

狂言「二人大名」

能「羽衣 和合之舞」

御
社
殿
御
造
営
竣
功
20
年
記
念
事
業

商
工
祈
願
祭
・
献
灯
奉
告
祭

例
祭
宵
宮
祭

流
鏑
馬
神
事

例
祭

末
社
御
祖
神
社
例
祭

末
社
宮
山
神
社
例
祭

午
前
10
時

午
後
１
時

午
後
２
時

午
前
10
時

午
後
１
時

午
前
10
時

17
日
〜
11
月
23
日

19
日

20
日

23
日

29
日

９
月

月
次
祭（
9
月
20
日
除
く
）

毎
月
1
日
・
20
日
　
午
前
8
時
30
分

わ

ご
う
の

ま
い※当日の配役とは異なります。 撮影：政川慎治

1



明
治
期
の
浜
降
祭

　
明
治
期
に
入
る
と
浜
降
祭
に
関
す
る
資
料

も
増
え
、
そ
の
様
相
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て

い
き
ま
す
。
当
神
社
所
蔵
『
寒
川
社
経
費
』

は
当
時
の
祭
典
規
模
を
知
り
得
る
重
要
な
資

料
で
あ
る
と
と
も
に
「
浜
降
祭
」
と
い
う
語

句
の
初
見
資
料
で
す
。
同
資
料
に
よ
る
と
浜

降
祭
の
神
輿
渡
御
に
伴
う
人
員
は
、
神
主
1

人
に
乗
馬
1
匹
、
そ
し
て
馬
の
口
取
り
を
含

む
従
者
が
6
人
に
加
え
、
社
人
が
10
人
、
乗

馬
10
匹
、
口
取
り
10
人
、
荷
持
1
人
と
い
う

構
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
経
費
と
し
て
は
御
供
米
料
・
神
酒
料
・
荷

持
代
金
を
合
わ
せ
3
円
30
銭
6
厘
7
毛
で
あ

り
、
総
経
費
と
し
て
は
國
府
祭
に
次
ぐ
規
模

の
祭
典
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
ま
す
。

　
当
時
も
、
浜
降
祭
は
國
府
祭
と
並
ぶ
「
二

大
祭
礼
」
で
し
た
。
そ
の
神
輿
行
列
は
一
之

宮
の
名
に
相
応
し
い
勇
壮
な
も
の
で
あ
っ
た

こ
と
を
資
料
が
如
実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。

出
迎
え
を
受
け
る
神
輿

　
現
在
は
当
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
各
社
の

神
輿
が
南
湖
の
浜
に
参
集
し
、
祭
典
が
斎
行

さ
れ
ま
す
が
、
明
治
期
の
資
料
に
は
現
在
と

は
少
し
違
う
渡
御
の
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
午
前
2
時
に
発
輿
祭
が
斎
行
さ
れ
、
南
湖

の
浜
へ
向
か
う
当
神
社
の
神
輿
は
道
中
、
元

摂
社
で
あ
る
鶴
嶺
八
幡
社
の
大
門
前
に
て
郡

内
村
社
の
神
輿
に
出
迎
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
、
一
列
に
並
び
南
湖
の
浜
へ
と
渡
御
し
て

い
ま
し
た
。

　
鶴
嶺
八
幡
社
の
参
道
か
ら
祭
場
へ
と
向
か

う
麗
美
な
神
輿
の
姿
は
人
々
の
注
目
の
的
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

中
止
さ
れ
な
か
っ
た
浜
降
祭

　
明
治
32
年
「
赤
痢
蔓
延
の
兆
候
あ
り
」
と

し
県
知
事
よ
り
浜
降
祭
の
中
止
命
令
が
下
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
「
渡
幸
い
た
し
た
き
衆

望
に
こ
れ
あ
り
」
と
浜
降
祭
の
斎
行
を
強
く

切
望
し
、
関
係
各
所
と
の
調
整
の
結
果
、
条

件
付
き
な
が
ら
祭
典
斎
行
の
許
可
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
年
は
当
神
社
の
ほ

か
、
遠
藤
（
藤
沢
市
）・下
寺
尾
（
茅
ヶ
崎
市
）・

門
沢
橋
（
海
老
名
市
）・
甘
沼
（
茅
ヶ
崎
市
）・

一
之
宮
（
寒
川
町
）・
下
大
曲
（
寒
川
町
）
の

6
ヶ
村
が
祭
典
に
参
加
し
た
と
あ
り
ま
す
。

浜降祭
は  ま お  り さ  い

　
本
年
も
、寒
川
駅
前
公
園
に
て
「
さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
浜
降
祭
の

伝
統
を
後
世
に
継
承
す
る
べ
く
、
寒
川
４
社
（
寒
川
神
社
・

菅
谷
神
社
・
倉
見
神
社
・
八
幡
大
神
）
の
神
輿
が
寒
川
駅
前

公
園
に
集
結
し
ま
す
。
浜
降
祭
の
帰
路
、
御
神
威
も
新
た

な
神
輿
が
乱
舞
し
、
町
の
活
性
化
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、

東
日
本
大
震
災
と
九
州
・
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々

へ
の
復
興
の
祈
り
を
込
め
た
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

さ
む
か
わ
神
輿
ま
つ
り
開
催

商工奉賛会会員 随時募集中

▲うちわ
※うちわのデザインは
　毎年変わります。

▶
バ
ン
ダ
ナ

浜降祭
当日限定!!

寒川神社商工奉賛会

販売場所：浜降祭広報宣伝櫓下特設テント

浜降祭記念グッズ

中
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岸
神
社
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龍
王
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坂
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社

神

明

宮
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神
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見

神

社

菅
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神

社

寒

川

神

社

腰

掛

神

社

八

坂

神

社

諏

訪

神

社

熊

野

神

社

八
王
子
神
社

八
王
子
神
社

諏

訪

神

社

八

雲

大

神

中

海

岸

中

海

岸

本

村

新

町

十

間

坂

一

之

宮

倉

見

岡

田

芹

沢

堤香
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小

和

田

室

田

菱

沼

下

寺

尾

上
赤
羽
根

日

吉

神

社

本

社

宮

神

明

大

神

日

枝

神

社

八

幡

宮

三

島

大

神

松

尾

大

神

第
六
天
神
社

鶴
嶺
八
幡
社

神

明

大

神

熊

野

神

社

八

幡

大

神

八

雲

神

社

茶
屋
町
大
神
宮

住

吉

神

社

御

霊

神

社

金
刀
比
羅
神
社

西

久

保

矢

畑

円

蔵

中

島

柳

島

萩

園

今

宿

十

間

坂

浜

之

郷

下
赤
羽
根

高

田

甘

沼

南
湖
中
町

茶

屋

町

南
湖
下
町

鳥

井

戸

南
湖
上
町

（
順
不
同
）

相

模

國

一

之

宮

浜降祭参加神社

　本年も7月の海の日に、寒川神社を中心に湘南地方の各社神輿が茅ヶ崎市・南湖の浜（西浜海岸）に参集する浜降祭が斎行
されます。暁の渚に朝日を浴び、勇ましい掛声の中、乱舞する勇壮華麗な神輿の姿は、湘南地方に夏の到来を告げる風物詩です。
　浜降祭の起源については諸説あり、明確な年代は明らかになっていませんが、当神社に残る古文書によると江戸時代中期には
すでに行なわれていたと推測できます。今回は、明治期の浜降祭について解説します。
※浜降祭解説第1弾は本誌第505号に掲載しております。当神社HPよりダウンロードできますので合わせてご覧ください。

解説 第2弾

明治期の浜降祭

浜降祭古写真

平成29年 寒川神社
御神幸時間表
7月17日㈪ 海の日

2：30

3：40
4：50
5：30
6：00
7：00

8：30
9：10
9：45
10：20
11：40
13：00

午前
発輿祭
社頭発輿
一之宮御通過
田端（神輿を車輌に奉安）
国道 134 号線西浜交差点（舁輿）
南湖浜祭場着御
浜降祭祭典斎行
祭場発輿
国道 134 号線（神輿を車輌に奉安）
田端行在所供饌祭
一之宮行在所供饌祭
寒川駅前公園　復興祈願祭
寒川神社御旅所祭
社頭還幸
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浪
速
神
楽
は
宮
中
で
行
わ
れ
る
御
神
楽
と

は
異
な
り
、
関
西
地
方
を
中
心
に
伝
わ
る
里

神
楽
の
一
種
で
す
。
そ
の
起
源
は
諸
説
あ
り

ま
す
が
、
当
社
で
は
今
江
先
生
に
よ
っ
て
継

承
さ
れ
て
い
る
も
の
を
毎
年
ご
指
導
頂
き
、

神
職
・
巫
女
が
日
々
稽
古
を
重
ね
御
神
前
に

奉
納
し
て
お
り
ま
す
。

　
御
社
殿
お
建
て
替
え
竣
功
よ
り
20
年
の
節

目
と
な
る
本
年
は
、
発
表
会
を
神
苑
の
石
舞

台
で
実
施
し
、
例
年
と
は
異
な
る
趣
で
大
神

様
に
稽
古
の
成
果
を
ご
覧
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

本
殿
向
拝
前
大
注
連
縄
の
３
年
ぶ

り
の
掛
け
替
え
が
６
月
23
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
神
社
に
関
わ
り
の
深
い
職
方
の
皆
様
に

よ
り
、
約
１
ヵ
月
を
か
け
奉
製
さ
れ
た
大
注

連
縄
は
、
長
さ
14
・
５
ｍ
、
重
さ
は
約
１
ｔ

に
も
な
り
ま
す
。

　
新
し
く
蘇
っ
た
注
連
縄
に
よ
り
、
竣
功
20

年
を
迎
え
る
御
社
殿
も
一
層
華
や
か
な
姿
で

皆
様
を
お
迎
え
致
し
ま
す
。

無
月
大
祓
式
・
茅
の
輪
神
事
が
斎

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
神
事
は
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に
つ

い
た
様
々
な
罪
や
穢
れ
を
祓
い
、
清
ら
か
な

心
身
に
立
ち
返
る
こ
と
で
、
次
の
半
年
を
平

穏
に
過
ご
せ
る
よ
う
祈
念
す
る
も
の
で
、
年

に
２
回
斎
行
さ
れ
る
大
祓
の
う
ち
、
６
月
の

大
祓
は
「
夏
越
の
祓
」
と
も
い
わ
れ
ま
す
。

　
古
く
よ
り
宮
中
行
事
と
し
て
行
わ
れ
、
中

世
以
降
に
全
国
の
神
社
へ
と
広
が
っ
た
国
民

的
神
事
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。（
詳
細
は
本

誌
第
508
号
に
掲
載
） 

ま
た
、
拾
遺
和
歌
集
に

は
「
み
な
月
の 

な
ご
し
の
は
ら
へ 

す
る
人

は 

ち
と
せ
の
い
の
ち 

の
ぶ
と
い
ふ
な
り
」

と
い
う
和
歌
が
残
っ
て
お
り
、
先
人
た
ち
が

如
何
に
こ
の
神
事
を
重
視
し
て
い
た
か
が
窺

え
ま
す
。

　
６
月
の
大
祓
で
は
、
毎
年
「
茅
の
輪
」
が

設
置
さ
れ
、
本
年
も
多
く
の
方
が
心
静
か
に

お
く
ぐ
り
に
な
り
、
無
病
息
災
を
祈
念
さ
れ

ま
し
た
。

　
次
の
大
祓
神
事
は
大
晦
日
に
斎
行
さ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
頂
き
お
健
や
か
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。

神
社
の
例
祭
等
で
奉
奏
さ
れ
る

神
楽
「
浦
安
の
舞
」
を
４
日
間

の
日
程
で
集
中
的
に
稽
古
す
る

講
習
会
が
、
神
社
音
楽
協
会
会
長
・
先
﨑

徑
子
先
生
を
講
師
に
お
迎
え
し
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
御
神
前
で
の
奉
奏
の
た
め
に
、
神
職
・
巫

女
が
日
々
稽
古
に
励
ん
で
お
り
ま
す
が
、
年

に
一
度
先
生
を
お
招
き
し
、
大
前
奉
仕
の
意

識
を
改
め
て
胸
に
刻
む
と
と
も
に
、
細
や
か

か
つ
厳
し
く
ご
指
導
頂
く
べ
く
昭
和
43
年
よ

り
毎
年
講
習
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
あ
わ
せ
て
、
講
習
会
で
は
末
社
御
祖
神
社

の
春
季
霊
祭
や
同
社
の
例
祭
で
奉
奏
さ
れ
る

榊
舞
の
ご
指
導
も
頂
き
、
舞
に
対
す
る
心
構

え
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
御
神
前
で
感
謝
の
誠
を
捧
げ
、
神
様
の
御

心
に
か
な
う
べ
く
、
日
々
の
研
鑽
を
誓
う
、

有
意
義
な
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

和
天
皇
の
御
誕
生
日
で
あ
る
４
月

29
日
（
昭
和
の
日
）
に
、
未
曽
有

の
大
戦
後
の
我
が
国
を
復
興
に
導

か
れ
、
発
展
の
礎
を
お
築
き
に
な
ら
れ
た
御

聖
徳
を
仰
ぎ
、
そ
の
大
業
を
称
え
る
昭
和
祭

が
、
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
神
社
で
は
、
昭
和
天
皇
の
御
聖
徳
と
、

常
に
国
民
と
と
も
に
あ
ら
れ
よ
う
と
せ
ら
れ

た
大
御
心
を
拝
す
る
昭
和
祭
を
毎
年
斎
行

し
、
昭
和
の
御
代
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、

皇
室
の
弥
栄
と
国
の
隆
昌
を
祈
願
し
て
お
り

ま
す
。

降
祭
と
並
ぶ
二
大
神
幸
祭
の
一
つ

「
國
府
祭
」
が
５
月
５
日
に
斎
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
朝
か
ら
春
の
日
差
し
が
降
り
注
ぎ
５
月
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
の
暑
さ
の
中
、
神
揃
山
・

大
矢
場
の
両
祭
場
に
は
古
式
床
し
い
祭
典
を

一
目
見
よ
う
と
大
勢
の
方
が
訪
れ
ま
し
た
。

　
寒
川
神
社
と
川
勾
神
社
の
一
之
宮
争
い
を

儀
式
化
し
た
古
式
「
座
問
答
」
は
、
例
年
に

も
増
し
て
多
く
の
方
が
見
守
っ
て
い
ま
し
た

が
、
三
之
宮
・
比
々
多
神
社
宮
司
に
よ
り
「
い

ず
れ
明
年
ま
で
」
と
仲
裁
さ
れ
、
結
局
今
年

も
結
論
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
い
ず
れ
明
年
ま
で
」
と
先
延
ば
し
に
し
続
け

る
こ
と
千
年
以
上
。
争
い
を
好
ま
な
い
神
様

ら
し
い
円
満
解
決
の
様
子
に
、
見
学
の
方
か

ら
は
安
堵
の
拍
手
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
典
で
は
、
端
午
の
節
句
に
因
み
、

参
加
し
て
い
る
各
神
社
か
ら
皆
様
に
「
茅
巻
」

が
頒
布
さ
れ
ま
す
。
当
神
社
で
も
、
祭
典
前

日
に
神
職
・
巫
女
等
が
一
本
一
本
手
作
業
で

奉
製
し
、
皆
様
の
無
病
息
災
と
厄
除
を
祈
念

し
て
お
り
ま
す
。

典
や
神
嶽
山
神
苑
の
石
舞
台
等
で

奉
奏
さ
れ
る
浪
速
神
楽
の
講
習
会

が
、
３
日
間
に
亘
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
講
習
会
の
第
１
回
目
の
開
催
は
昭
和
45

年
、
当
初
か
ら
津
守
神
社
（
大
阪
市
西
成
区
）

宮
司
・
今
江
隆
道
先
生
に
ご
指
導
を
頂
き
、

約
半
世
紀
が
た
ち
ま
し
た
。

浦
安
の
舞
講
習
会

昭
和
祭

大
注
連
縄
掛
け
替
え

水
無
月
大
祓
式
・
茅
の
輪
神
事

社
頭
動
静

鈴
の
音

寒
川
さ
ん
の

ね

※

鈴
の
音
を「
祈
り
」の
象
徴
と
と
ら
え
、当
神
社
の
折
々
の
出
来
事
を

　そ
の
音
に
乗
せ
て
皆
様
に
お
伝
え
す
る
と
い
う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

浪
速
神
楽
講
習
会

國
府
祭

❶❷❺

❸

❻

❹

［写真］
①大注連縄掛け替え
②古式「座問答」 　③茅巻奉製
④浦安の舞講習会　⑤昭和祭 参進
⑥浪速神楽講習会 発表会

当

昭浜

祭

御水

絵画ご奉納
　当神社元顧問・河西大吉様の令夫人より
絵画をご奉納頂きました。
　この絵画はご自身で描かれたもので、本殿
での奉告祭後、社務所に飾られました。

祭
典
・
行
事
の
ご
報
告

宮
山
年
参
講
大
祭

浦
安
の
舞
講
習
会

昭
和
祭

馬
場
西
側
玉
垣

　
　
　
改
修
工
事
清
祓
式

4
月

１
・
２
日

17
〜
20
日

29
日〃 

寒
川
神
社
全
総
代
会

浪
速
神
楽
講
習
会

大
注
連
縄
奉
製
竣
功
清
祓

水
無
月
大
祓
式
・
茅
の
輪
神
事

大
祓
祈
願
祭

6
月

１
日

14
〜
16
日

23
日

30
日

國
府
祭

全
総
代
・
各
種
委
員
研
修
旅
行

大
注
連
縄
奉
製
清
祓

5
月

５
日

13
日

22
日

月
次
祭

毎
月
１
日・
20
日

画
題
「
浜
降
祭
」

ち

ま
き
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「
和
」の
精
神
を
胸
に 

賑
々
し
く
巡
行

海
を
渡
っ
た
子
供
神
輿

―
 

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園 

恒
例
「
サ
ク
ラ
祭
り
」 ―

クローズアップ　
4
月
29
日
・
30
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
植
物
園
で
恒
例
の
「
サ
ク
ラ
祭
り
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
園
内
の
広
場
に
は

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
日
本
政
府
か
ら

贈
ら
れ
た
200
本
も
の
桜
並
木
が
連
な

り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
で
最
大
と
も

い
わ
れ
る
桜
の
祭
典
に
今
年
も
お
よ
そ

8
万
人
が
訪
れ
、
園
内
は
大
変
賑
わ
い

ま
し
た
。

　
今
回
の
サ
ク
ラ
祭
り
で
は
、
開
催
初

日
の
早
朝
、
昨
年
当
神
社
が
寄
贈
し
た

子
供
神
輿
が
地
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
学

生
た
ち
に
よ
っ
て
担
が
れ
ま
し
た
。

　
子
供
神
輿
の
寄
贈
は
、
神
社
本
庁 

田
中
恆
清
総
長
（
京
都
府
・
石
清
水
八

幡
宮
宮
司
）
が
3
年
前
に
同
園
で
行
っ

た
講
演
会
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
当
神

社
が
協
力
・
支
援
を
申
し
出
る
形
で
実

現
し
た
も
の
で
す
。
昨
年
、
園
内
の
日

本
庭
園
創
設
100
周
年
を
記
念
し
て
、
神

社
本
庁 
田
中
総
長
と
と
も
に
当
神
社

利
根
宮
司
が
同
園
を
訪
問
し
た
際
に
寄

贈
さ
れ
、
今
回
の
サ
ク
ラ
祭
り
が
公
の

場
で
担
が
れ
る
初
め
て
の
行
事
と
な
り

ま
し
た
。（
子
供
神
輿
寄
贈
に
つ
い
て
の

詳
細
は
本
誌
第
505
号
に
掲
載
）

　
子
供
神
輿
の
奉
舁
は
サ
ク
ラ
祭
り
の

開
会
式
に
先
立
ち
行
わ
れ
、
同
園
の
実

習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
14
歳
か
ら

18
歳
ま
で
の
青
年
10
名
が
「
わ
っ
し
ょ

い
、
わ
っ
し
ょ
い
」
と
い
う
お
馴
染
み

の
掛
け
声
と
と
も
に
、
神
輿
を
担
ぎ
な

が
ら
園
内
を
巡
行
し
ま
し
た
。

　
初
の
神
輿
巡
行
が
滞
り
な
く
執
り
行

わ
れ
た
後
、
午
後
か
ら
園
内
チ
ェ
リ
ー
・

エ
ス
プ
ラ
ナ
デ
広
場
の
メ
イ
ン
会
場
で

開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は

ま
ず
同
園
の
ス
コ
ッ
ト
・
メ
ド
ベ
リ
ー

会
長
が
「
昨
年
寒
川
神
社
か
ら
頂
い
た

素
敵
な
贈
り
物
が
、
今
朝
N
Y
の
青
年

た
ち
に
担
が
れ
、
私
も
寒
川
神
社
か
ら

持
っ
て
き
て
頂
い
た
法
被
を
着
て
立
ち

会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
高
揚
し
た

気
持
ち
の
ま
ま
、
こ
の
開
会
式
に
立
ち

た
く
て
法
被
を
着
続
け
て
い
る
」
と
当

神
社
へ
の
謝
意
を
表
し
た
上
で
、
喜
び

に
満
ち
た
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館 
阿
部
主
席
領
事
を
は
じ
め
、
地

元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
市
議
会
議
員
な
ど
、

挨
拶
に
立
た
れ
た
来
賓
の
皆
様
に
も
当

神
社
か
ら
持
参
し
た
法
被
を
着
て
頂
き
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
植
物
園
は
、
明
治
43

年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
開
園
し
た
都
市

型
植
物
園
で
、
園
内
に
は
昨
年
創
設
100

周
年
を
迎
え
た
池
泉
回
遊
式
日
本
庭

園
が
設
け
ら
れ
、
稲
荷
神
社
が
建
立
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
同
園
の
サ
ク
ラ
祭
り
は
今
年
で
36

年
目
を
迎
え
、
今
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
春
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
、
毎
年

大
勢
の
来
園
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
園
内
の
複
数
の
会
場
で
は
、

平
成
25
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
「
和
食
」
を
は
じ
め

盆
栽
や
お
茶
席
な
ど
日
本
文
化
を
紹

介
す
る
様
々
な
ブ
ー
ス
が
並
び
、
メ
イ

ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
や
武
道
な
ど
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
で
も
、
日
本
の
ア
ニ
メ
や
漫
画
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
た
、
い
わ
ゆ
る

「
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
」
が
大
集
合
す
る

こ
と
で
有
名
。

　
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
と
伝
統
文
化
の

融
合
と
い
う
、
国
際
都
市
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
ふ
さ
わ
し
い
お
祭
り
で
す
。

　
文
字
通
り
の
「
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
」

が
、
海
の
向
こ
う
側
に
も
確
か
に
存
在

し
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
祭
り
の

ご
紹
介

◀NY各所で無料配布されている日本語のイベント情報誌『よみタイム』
平成29年4月28日号（Vol.300）の紙面で、ブルックリン植物園のサクラ
祭りが紹介され、子供神輿についても紹介されました。

法被姿のメドベレー会長（左）とNY市議（右）
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例祭②

神社の最重儀

　
祈
年
祭
・
新
嘗
祭
と
と
も
に
「
三
大
祭
」
の
一
つ
で
、
当
神

社
年
間
祭
典
の
中
で
最
も
重
儀
で
あ
る
例
祭
が
、
９
月
19
日
・

20
日
の
２
日
間
に
亘
っ
て
、
寒
川
大
明
神
の
御
神
恩
へ
の
感
謝

と
更
な
る
繁
栄
を
祈
念
し
、
盛
大
且
つ
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
ま
す
。

例
祭
と
祭
典
日

　
一
般
的
に
例
祭
は
、
御
祭
神
や
神
社
に
特
別
の
由
緒
の
あ
る

日
に
斎
行
さ
れ
る
も
の
で
、
例
え
ば
人
物
神
を
祀
る
神
社
で
は

そ
の
人
物
の
誕
生
日
や
命
日
が
例
祭
日
に
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

そ
の
神
社
の
創
建
に
関
わ
る
日
で
あ
る
こ
と
が
大
半
で
す
。
い

わ
ば
「
神
社
の
誕
生
日
」
と
も
い
え
る
重
要
な
祭
典
な
の
で
す
。

　
当
神
社
は
、
雄
略
天
皇
の
御
代
に
奉
幣
の
記
録
が
あ
る
こ
と

か
ら
少
な
く
と
も
一
六
〇
〇
年
余
り
の
歴
史
が
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
以
前
の
史
料
が
乏
し
く
、
詳
細
な
創
建
年
代
に
つ
い
て
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
神
社
の
例
祭
日
に
つ
い
て
は
、

江
戸
時
代
中
期
の
「
神
道
裁
許
状
」
に
「
当
社
祭
禮
…
九
月
十

九
日
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、長
く
９
月
19
日
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
御
祭
神
・
寒
川
大
明
神
の
神
階
が
従
四
位
下

に
昇
階
し
た
日
に
因
ん
だ
祝
祭
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
明
治
時
代
に
入
る
と
、
現
在
の
９
月
20
日
に
定
め
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
は
神
階
が
元
慶
８
（
８
８
４
）
年
９
月
に
、
よ
り

上
位
で
あ
る
正
四
位
下
に
昇
階
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
て
当
神
社
の
例
祭
は
、
前
日
の
19
日
よ
り

流
鏑
馬
神
事
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
神
賑
行
事
が
境
内
各
所

に
て
行
わ
れ
、
２
日
間
に
亘
っ
て
お
祝
い
さ
れ
る
祭
典
と
な
っ

た
の
で
す
。

斎
　
戒

　
祭
典
を
斎
行
す
る
際
、
奉
仕
す
る
神
職
は
祭
祀
を
前
に
心
身

を
清
め
、 

禁
忌
を
犯
さ
な
い
よ
う
に
行
動
や
飲
食
を
慎
み
ま
す
。

こ
れ
を
「
斎
戒
」
と
い
い
ま
す
。
定
め
で
は
「
大
祭
、
中
祭
に

は
そ
の
当
日
及
び
前
日
、
小
祭
に
は
そ
の
当
日
」
と
斎
戒
の
期

間
が
定
め
ら
れ
、「
潔
斎
し
て
身
体
を
清
め
、
衣
服
を
改
め
、
居

室
を
別
に
し
、飲
食
を
慎
み
、思
念
、言
語
、動
作
を
正
し
く
し
、

汚
穢
、
不
浄
に
触
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
斎
戒
中
の
留
意
点
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
斎
戒
は
、
祭
典
を
奉
仕
す
る
た
め
に
心
身
を
清
浄
な
状
態
に

保
つ
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
特
に
例
祭
の
よ
う
な
重
要
な

祭
典
で
は
徹
底
さ
れ
た
斎
戒
が
行
わ
れ
ま
す
。
当
神
社
で
は
、

例
祭
の
前
日
か
ら
神
社
に
籠
り
（
参
籠
と
い
う
）、
斎
食
（
飲
食

を
制
限
す
る
た
め
決
め
ら
れ
た
物
を
食
す
る
）
を
頂
き
、
潔
斎

（
水
ま
た
は
湯
を
体
に
か
け
身
を
清
め
る
）
を
し
ま
す
。
そ
し
て

祭
典
当
日
、
再
び
斎
食
を
頂
き
、
祭
典
直
前
に
再
度
潔
斎
を
し

て
体
を
清
め
、
さ
ら
に
、
祭
典
開
始
に
先
立
ち
手
水
を
行
い
、

そ
の
後
の
修
祓
に
よ
っ
て
穢
れ
を
祓
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
祭
典
前
日
か
ら
清
め
に
清
め
を
重
ね
る
こ
と
で
、

心
身
と
も
に
清
浄
な
状
態
を
保
ち
、
御
神
前
に
て
大
祭
奉
仕
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

不
易
流
行

　
例
祭
は
９
月
20
日
の
午
前
10
時
に
斎
行
さ
れ
、
責
任
役
員
・

氏
子
総
代
を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
多
数
の
崇
敬
者
が
参
列

し
、
御
神
前
で
は
巫
女
４
名
に
よ
る
神
前
神
楽
「
浦
安
の
舞
」

が
流
麗
か
つ
厳
か
に
奉
奏
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
、
御
社
殿
御
造
営
竣
功
よ
り
20
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
の

間
、
境
内
の
整
備
事
業
も
進
み
新
し
く
変
化
し
て
い
る
部
分
も

あ
り
ま
す
が
、
寒
川
大
明
神
へ
の
崇
敬
の
念
・
奉
仕
の
心
は
昔

か
ら
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
本
年
の
例
祭
は
左
記
の
通
り
斎
行
し
ま
す
。

9月19日［火］・20日［水］両日
献茶／裏千家田津原社中
献花／千家古流森久保社中
作品展／寒川俳壇
作品展／寒川神社少年館
盆栽展／寒川町盆栽会
祭囃子／寒川町祭囃子保存会連合会
水石と美石展／湘南石同好会
奉納演芸／宮山総代

9月19日［火］
落 語／「春風亭柳之助」 ※寒川神社参集殿 寒川神社商工奉賛会
流鏑馬神事／大日本弓馬会
空手道演武／寒川町空手道協会

9月2日［土］～26日［火］
テニス大会／※寒川ローンテニスクラブ
9月17日［日］
柔道大会／※寒川総合体育館武道場 寒川町柔道協会

9月20日［水］
剣道大会／寒川町剣道協会
万灯パレード／立正佼成会湘南教会
神輿境内巡行／宮山神輿愛好会

19日㈫ 午後 1 時／宵宮祭 午後 2 時／流鏑馬神事
20日㈬ 午前10時／例祭

寒川神社社務所 ☎0467-75-0004
http://samukawajinjya. jp

神
賑
行
事

神
賑
行
事

［報恩謝徳（ほうおんしゃとく）受けた恩に報いようと感謝の気持ちを持つこと］

報

恩徳

謝

き

に
い
な
め

ね
ん
さ
い

さ
い

し
ん
と
う
さ
い
き
ょ
じ
ょ
う

さ
い

か
い

け
っ

さ
ん

さ
い
し
ょ
く

ろ
う

さ
い
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菊花展・写真展50回記念 特別展示

9月16日　～10月22日　／9時～17時

10月28日　～11月23日

場　所 客殿1階 特設会場

写真展 歴代宮司賞作品展

※記念展示「寒川神社御造営のあゆみ」の規模を縮小し、併せて展示します
9時～17時

寒川神社
御造営のあゆみ
日　時

日　程

時　間 客殿1階 特設会場場　所

菊花展 特別展示

※例年の展示に加えて開催
6時～日没時　間 境内各所場　所

会員制

申込〆切：9月15日
［申込方法］当神社の社頭にて配布中のチラシまたはHPでご確認ください。

寒川神社 相模塾 開塾
神社や神道について学んで頂ける『相模塾』を開塾致します。
神社の歴史は日本の歴史。
『相模塾』で日本の暮らしや伝統文化を再発見してみませんか？

第１期入塾申込受付中

寒 川 神 社 御 社 殿 御 造 営
竣 功 2 0 年 記 念

http://samukawajinjya. jp
☎0467（75）0004㈹

記念展示 第1部

記念展示 第2部

見学
無料

土 日

土 木

金

麦
の
秋
風
に
小
判
の
波
が
立
つ 

猿
渡
　
弥
生

夕
映
え
も
乗
せ
て
寄
り
来
る
夏
の
海 

松
本
美
智
子

聴
診
器
背
に
当
て
ら
れ
若
葉
寒 

飛
石
　
槿
花

還
暦
を
祝
ぎ
総
立
ち
の
松
の
芯 

根
岸
　
君
子

緑
さ
す
石
の
匂
ひ
の
露
天
風
呂 

金
子
　
つ
ぢ

空
を
蹴
り
谷
あ
ひ
千
の
鯉
の
ぼ
り 

菅
沼
　
保
幸

藤
房
や
一
つ
ひ
と
つ
の
息
づ
か
い 

石
原
美
枝
子

ス
イ
ッ
チ
の
時
々
入
り
夕
蛙 

宮
入
　
つ
る

麦
秋
や
こ
の
道
抜
け
れ
ば
海
に
出
る 

鈴
木
フ
ミ
子

取
り
入
れ
は
み
な
高
齢
者
麦
の
秋 

岩
田
美
代
子

麦
秋
や
母
よ
り
強
き
人
知
ら
ず 

伊
藤
　
公
一

教
室
を
飛
び
出
す
子
ら
へ
新
樹
光 

竹
村
真
砂
美

み
ど
り
中
一
人
の
つ
り
師
動
か
ざ
る 

四
ツ
車
梢
月

葉
桜
や
ひ
と
り
加
わ
る
立
話 

倉
谷
　
節
子

新
緑
や
孔
雀
大
き
く
羽
根
広
げ 

菅
沼
う
め
の

更
衣
仕
舞
う
そ
ば
か
ら
母
は
出
す 

吉
田
　
和
美

長
生
き
は
麦
飯
が
よ
し
麦
の
秋 

原
野
　
楽
天

更
衣
や
っ
ぱ
り
赤
い
服
が
好
き 

露
木
て
る
子

ラ
ッ
パ
吹
く
ツ
ツ
ジ
の
花
の
音
楽
会
香
り
も
添
え
て
弾
む
よ
リ
ズ
ム 

山
口
　
幸
子

五
月
の
風
通
り
抜
け
ゆ
く
わ
が
庭
に
パ
ン
ジ
ー
ビ
オ
ラ
の
囁
き
あ
え
る 

山
根
喜
美
代

亡
き
姉
の
庭
に
佇
ず
み
眺
め
た
る
ゆ
た
か
に
匂
う
藤
の
花
房 

亀
山
　
文
子

菜
の
花
に
桜
と
辛
夷
、
花
桃
も
一
斉
に
咲
く
相
模
線
沿
線 

安
藤
　
　
慧

吾
を
つ
つ
む
春
陽
ま
ぶ
し
く
目
に
見
え
ぬ
桜
色
な
る
空
気
の
に
お
い 

平
澤
ま
さ
え

う
す
桃
色
の
靄
に
つ
つ
ま
る
富
士
山
の
仄
明
り
す
る
卯
月
の
夕
べ 

　
田
　
幸
子

床
下
に
十
年
眠
り
し
梅
干
し
の
思
い
も
か
け
ぬ
ま
ろ
や
か
な
味 

宮
治
友
美
枝

生
涯
の
幸
運
な
れ
り
菩
提
寺
の
本
堂
落
慶
式
に
出
会
い
た
る 

徳
江
　
道
子

孫
息
子
の
学
園
祭
に
バ
ン
ド
組
み
ド
ラ
ム
を
た
た
く
り
り
し
い
姿 

土
屋
ト
ミ
子

気
が
つ
け
ば
立
ち
居
振
る
舞
い
食
事
の
仕
方
母
の
し
ぐ
さ
に
何
も
か
も
似
る 

稲
垣
　
武
子

頑
張
ろ
う
足
腰
痛
む
は
皆
同
じ
良
き
友
あ
り
と
励
ま
さ
れ
お
り 

岡
元
　
芳
子

絵
本
の
中
猫
と
ね
ず
み
が
手
を
つ
な
ぐ
ほ
つ
と
和
ら
ぐ
子
供
図
書
館 

杉
本
　
照
世

平
安
の
都
し
の
び
つ
咲
競
う
し
だ
れ
桜
の
花
陰
を
行
く 

瀧
本
三
重
子

寒

川

俳

壇

相

模

詠

草

人
　
事

◆
転
　任

〈
寒
川
神
社
〉

権
禰
宜 

小
野

　俊
之

東
京
都
へ
転
出
を
命
ず
る

　平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

神 

社 

本 

庁

◆
退
　職

〈
寒
川
神
社
〉

巫

　
　女 

鶴
田

　麻
樹

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

　平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

〈
寒
川
病
院
〉

看
護
師 

酒
井

　文
子

看
護
補
助
者 

臼
井

　弘
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

〈
神
恵
苑
〉

介
護
福
祉
士 

赤
塚

　清
香

願
い
に
依
り
職
を
免
ず
る

平
成
二
十
九
年
六
月
三
十
日

◆
採
　用

〈
寒
川
病
院
〉

薬
剤
師 

平
子

　
　希

看
護
師 
伊
藤

　理
子

看
護
師 
磯
尾

　美
枝

看
護
師 

和
田

　桃
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
九
年
四
月1
日

薬
剤
師 

宇
賀
神
咲
美

准
看
護
士 

佐
藤

　絵
理

看
護
補
助
者 

及
川

　
　薫

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
九
年
五
月
一
日

看
護
師 

渡
辺

　靖
子

寒
川
病
院
勤
務
を
命
ず
る

　平
成
二
十
九
年
六
月
一
日

〈
さ
む
か
わ
訪
問
看
護

　
　
　
　ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

看
護
師 

今
村

　由
美

さ
む
か
わ
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
九
年
五
月
一
日

 

せ
な

 

ほ
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貸衣裳展示会

【開催時間】（平　　　日）10：00～16：00
　　　　　（土・日・祝日）10：00～17：00
【開催日程】7/28㈮～8/5㈯・8/18㈮～9/30㈯
　　　　　※8/8㈫～8/15㈫お盆休み

毎週火曜日とお盆休みを除き
貸衣裳のご予約・展示を随時承っております

ご会食  お父様・お母様の貸衣裳  着付  ヘアセット等
ご希望がございましたら係までご相談くださいませ

http://www.sansyuden.jp

☎0467-75-5555 FAX0467-75-5556
〒253-0106 高座郡寒川町宮山3835-1

ご予約・お問合せは

祝七五三祝七五三

寒川病院 診療表病院だより

◆診療開始 14：30～

　少年館が開館したのは昭和52年4月。
　昭和50年前後は、共働き家庭が増加し、いわゆる
「鍵っ子」への対策が社会問題化していた時代でし
た。それは寒川町とて例外ではなく、少しでもお役に
立てればと「鍵っ子」を中心に、町内の小学1年生から
6年生までの生徒を、放課後から夕方5時までお預かり
する施設を設けたのが少年館の始まりです。
　開館当時は館生を初級（1～3年生）と中級（4～6年
生）に分け、活動日を火・水・土曜日の週3日間とし、3
名の講師と神社の職員が指導にあたっていました。昭
和52年4月3日に1回目の入館式を挙行してから今年
で早40年。平成9年12月には現在の建物が新築され、
徐々に活動日や講師の数も増えるなど、時代に即して
変化してきていますが、「様々な活動を通して、少年
少女の勇気、忍耐、自主性、創造、思考力を伸ばし、規
律と正しい習慣を身につけ、心身の錬磨と善導育成する」という目的は、発館当初より一貫しています。
　これまでに373名の館生が卒館。中途退館した館生も含めれば、およそ1000人の子供たちが寒川神
社の杜の中で育ち巣立っていきました。最近では「私も少年館に通っていました！」という保護者の方も
いらっしゃり、ご家族の思い出の1ページとして、しっかりと地域に根付いていると実感します。
　寒川神社少年館は、これからも地域の子供たちを見守り育て、共に歩んでまいりますので、今後とも変
わらぬご支援・ご協力をお願い致します。

祝！少年館 40周年

　これまでカブ隊（CS）・ボーイ隊（BS）・ベンチャー隊
（VS）・ローバー隊（RS）の4隊で活動してきたBS寒川
第2団に、新たにビーバー隊（BVS）が発隊することに
なり、それに伴い4月8日に発隊式と入隊式が行われま
した。
　ビーバー隊は、小学校1・2年生を対象とした隊で、自
然に親しみ、基本的生活技能や社会性・表現力などを伸
ばすことを目的としています。
　今回の発隊式ととも
に入団した4名のビー
バースカウトは、不安
と期待が入り混じる表
情で隊長から入団の
証であるチーフを受け
取っていました。

ビーバー隊 発隊動 静
 1日 入館奉告祭（少年館）
  入館式（少年館）
 6日 始業式（少年館）
 8日 ビーバー隊発隊式・入隊式
  ボーイ隊 菊章授与式（BVS・CS・BS・VS）
 22日 餅つき大会用よもぎつみ（BVS・CS・BS）

４月

 3日 寒川町剣道大会参加（少年館）
 3日 餅つき・バザー大会（BVS・CS・BS・VS・RS）
 28日 相模川美化キャンペーン参加
　　　　　　　　　　　　　　　　  （少年館・BVS・CS・BS）

５月

 4日 発団記念奉告祭（BVS・CS・BS・VS・RS）
 18日 神饌田田植え（BVS・CS・BS・VS・RS）
 25日 町ぐるみ美化運動参加
　　　　　　　　　　　　　　　　  （少年館・BVS・CS・BS）

６月

BS寒川第2団スカウト募集中！
小学1年生以上の男女
問合せ…寒川神社少年館
☎0467-74-0551

青少年だより

現在の館生たち

第1回入館式

月 火 水 木 金 土

内 　 科
午 前

１診 栗田啓司 川端千晶 栗田啓司 相原康之 鳴海裕之 鳴海裕之

２診
相原康之 岸仲正則 栗田啓司 1,3,5 週

相原康之 2,4 週

午 後
１診 鳴海裕之 相原康之 ◆岸仲正則 岸仲正則 栗田啓司
２診 川端千晶 滝口進也

神 経 内 科 午 後 栗田啓司
呼 吸 器 内 科 午 後 竹内友恵

糖 尿 病 内 科
午 前 小林貴子 丸山真弓 丸山真弓 金山典子 丸山真弓 小林貴子 1,3,5 週
午 後 金山典子

循 環 器 内 科
午 前 干場泰成
午 後 神田茂孝

外 　 科
午 前

１診
木勢佳史 石過孝文 徳田裕（乳腺） 石過孝文 伊東功 石過孝文 1,3,5 週

 木勢佳史 2,4 週
２診 石田秀樹 岡村卓穂（乳腺／再診） 劉孟娟 ( 乳腺） 伊東功（肛門）1,3,5 週

午 後
１診 伊東功 鍋島一仁 15時 30 分まで担当医 休診 木勢佳史
２診 岡村卓穂（乳腺）

脳 神 経 外 科 午 後 富永二郎
皮 膚 科 午 後 倉繁祐太 徳山道生 山田貴彦
泌 尿 器 科 午 前 梅本達哉 河村好章

整 形 外 科
午 前

１診 斎藤裕 担当医 子島俊太郎 斎藤裕 千代倉吉宏 担当医
２診 千代倉吉宏 小松研郎 石井克志

午 後
１診 斎藤裕 千代倉吉宏 千代倉吉宏 斎藤裕 斎藤裕
２診 小松研郎

眼 　 科
午 前

木勢由利子 木勢由利子 小林綾子 保科真理 木勢由利子 嶋村慎太郎 1,3 週
木勢由利子 2,4 週
５週休診

午 後 木勢由利子 名村隆広 平林豊 鈴木崇弘 鈴木崇弘

耳 鼻 咽 喉 科
午 前 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 大上麻由里 小田桐恭子 大上麻由里
午 後 大上麻由里 金田将治 大上麻由里 大上麻由里 関根基樹

内 視 鏡
午 前

石過孝文 鳴海裕之 中原史雄 木勢佳史 木勢佳史 3週
石過孝文 4週

午 後 木勢佳史 伊東功 伊東功
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素朴 なぎもん !?
そ ぼ くじん じゃ

神社の
神社についてのなかなか聞けない素
朴な疑問に、毎号少しずつお答えし
ていきます。できるだけ簡単な言葉
でお答えしますので、ぜひお子さん
と一緒にお読みください。

ご本
ほん

殿
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にある鏡
かがみ

は何
なに

？

神
じんじゃ
社のご本
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殿の御

みどびら
扉の前

まえ
に丸
まる
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かがみ
が置

お
かれているのを見

み
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ある方
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かがみ
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あの鏡
かがみ
のことを「ご神

しんきょう
鏡」といいます。ご神

しんたい
体だと思

おも
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方
かた
も多
おお
くいらっしゃいますが、あの鏡

かがみ
はご神

しんたい
体ではありません。中

なか

には直
ちょくせつ
接見

み
ることができるご神

しんたい
体（山
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など）もありますが、通
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常、

神
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社のご神
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体はご本
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殿の中

なか
にお鎮

しず
まりになっており、見

み
ることはで

きません。それでは、「ご神
しんきょう
鏡」にはどんな意

い
味
み
があるのでしょうか？

古
ふる
く、天

てんじょうかい
上界の神

かみさま
様（天

あまてらすおおみかみ
照大神）が地

ちじょう
上に神

かみさま
様を降

お
ろす際

さい
、鏡

かがみ
を

授
さずけ
け「この鏡

かがみ
を私
わたし
の魂
たましい
だと思

おも
って大

たいせつ
切にお祀

まつ
りしなさい」という教

おし

え（「宝
ほうきょうほうさい
鏡奉斎の神

しんちょく
勅」といいます）を説

と
かれ、これが後

のち
に、伊

い
勢
せ
の

神
じんぐう
宮のご神

しんたい
体（八

やたのかがみ
咫鏡）となります。

日
にほん
本では、古

ふる
くから、お祭

まつ
りの道

どうぐ
具の中

なか
でも、鏡

かがみ
を特
とく
に大
たいせつ
切にしてき

ました。丸
まる
い形
かたち
も、欠

か
ける所

ところ
のない完

かんぜん
全な形

かたち
を意
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味
み
し、縁

えんぎ
起が良

よ
い

といわれています。

神
かみさま
様は目

め
には見

み
えません。神

じんじゃ
社にある鏡

かがみ
は、鏡

かがみ
を通
とお
して神

かみさま
様を見

み
るた

めに置
お
かれています。また、鏡

かがみ
に映
うつ
る自

じ
分
ぶん
自
じ
身
しん
と向

む
き合

あ
い、心

こころ
を磨
みが
く

ためでもあります。

神
かみさま
様は目

め
で見

み
るのではなく「心

こころ
の目

め
」で見

み
るものです。鏡

かがみ
に映
うつ
った心

こころ

が清
きよ
らかなとき、神

かみさま
様は皆

みな
さんの心

こころ
の中
なか
にいらっしゃるのです。
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文　月
「7月」

葉　月
「8月」

長　月
「9月」
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【表紙写真説明】
湘南地方に本格的な夏の幕あけを告げる浜降祭

【題字】 神社本庁 総長　田中恆清

海を渡った子供神輿
「和」の精神を胸に 賑 し々く巡行
― ブルックリン植物園 恒例「サクラ祭り」 ―


